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ここに記載の情報は岸和田市以外にお住まいの方は参考になさらないでください。 

さて、これから施設を考えていくという方は、まずは、おおまかに施設の類型を絞りましょう。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各施設類型の概要については、「保育ソーシャルワーカーからのアドバイス！～その１～」にて解説し

ていますので、そちらをご参照ください。 

 

認定こども園、幼稚園、保育所など、施設の種類は様々にありますが、公立や私立にかかわらず、それ

ぞれ国の示した基本要領や指針に則って教育保育を行っています。 

ただ、法律上は同じ「保育所」だとしても、実際の保育内容は「Ａ保育所」と「Ｂ保育所」によって随

分異なる部分もあると思います。それは、各施設とも設立理念・建学の精神などにより多種多様な保育を

行うことが認められているからです。 

施設ごとの教育保育内容については、あらかじめ情報収集をしましょう。いざ、入園をしてから「こん

なイメージじゃなかった」となっても、年度途中での転園などはなかなかハードルが高いです。 

情報収集は、まずは手軽にインターネットで行い、ある程度施設が絞れたら実際に見学に行って、直接

話を聞くという流れがおすすめです。 

  

※午後からは面倒を見てくれる人がいる場合等は、幼稚園でも可

能かもしれません。(入園可能年齢には注意) 

※幼稚園の預かり保育を利用するという手もありますが、施設に

よって内容が違うので、よく確認する必要があります。 

主に平日の日中、お子様の面倒を見てくれる方はいますか？？（父母・祖父母など） 

保育所・認定こども園・小規模保育事業 

いない いる 

※おおむね３歳児以上から利用ができますが、施設によって異な

ります。 

幼稚園・認定こども園 

たまにいなくて困る 

一時保育 



平成 31年 2月 1日版 やまだい福祉会作成 

 

様々な施設があるので一概には言えませんが・・・おおむね下記のような点に着目してみるといいかも

しれません。 

 

●指定服（制服、体操服、帽子など）の有無 

 施設によって有無だけでなく価格も様々です。 

●保護者会の有無、会費、忙しさ 

 施設によって有無だけでなく会費水準も様々です。また、保護者会主体の行事やそれに向けての準

備・会合があったり、写真販売や卒園アルバム製作は保護者会が担うという施設もあったり、忙しさ

も様々です。 

 ※あらゆる教育機関において保護者会が多くあります。それは、「子ども達が正しく健やかに育っていくためには、施

設と家庭とが力を合わせて努力していくことが大切」という思い・考えなどから創設されたところが多いと思いま

す。保護者会の委員などになると大変なこともありますが、保護者同士の親睦につながったり、保護者会があるこ

とで、施設に対して要望を伝えやすくなったりするなどメリットもあります。 

●最大の利用可能時間 

 ご家庭の状況により、必要となる保育時間は異なると思います。保育所や認定こども園は概ね 7 時

～19 時というところが多いと思いますが、幼稚園は様々です。 

●登園時間の門限 

 施設により設定がされている場合があります。また、ある時間を過ぎれば昼食を食べさせてきてくだ

さいという施設もあるようです。 

●紙オムツ使用の可否 

 施設によって様々です。紙オムツの処分方法も家庭で処分してもらう施設もあれば、施設で処分して

もらえる施設もあります。 

●休園日 

民間の保育所・こども園では平日の休園協力日がある施設もあります。また、幼稚園や認定こども園

(１号認定枠)では、春夏冬の長期休業日があり、預かり保育の内容についても様々です。 

※１号認定枠については、「保育ソーシャルワーカーからのアドバイス！～その１～」をご参照ください。 

●お稽古事の有無 

一部の民間施設では、３歳児組（年少組）頃から、スイミング、体操、音楽、英会話など様々なお稽

古事に取り組んでいる施設もあります。そういった施設では、お稽古代のような費用負担があること

が多いです。 

●３・４・５歳児（年少～年長）組のお昼寝の有無 

 保育所や認定こども園では、卒園直前までお昼寝がある施設もあれば、4 歳児組からお昼寝がない

施設もあります。幼稚園については、午後は主に預かり保育の時間になるかと思いますが、お昼寝に

ついてはないところも多いようです。 
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●トイレトレーニングの方針 

 おおまかには「一日の流れの中でトイレに行く時間をある程度決めていて、あとは個々に対応する」

というのと、「完全に個々のペースに対応する」という二つのパターンに分かれると思います。 

●食事の指導方針 

 みんなが揃うまで待って、一斉に「いただきます」「ごちそうさま」をする施設、そうでない施設。

苦手なものは食べなくていい施設、少しだけでも食べるよう頑張ってもらう施設。様々あるようで

す。 

●保護者参加型行事の数や日程 

 メイン行事が日曜日なのか、土曜日なのか、小学校や地域行事と被っていないか、その他平日開催の

保護者参加型行事はあるのかなど、確認しておくにこしたことはありません。 

●家からの距離 

送り迎えは毎日のことです。ご家族の負担だけを考えると、家から近い施設に越したことはありませ

ん。ただ、それだけで施設を決めてしまうのはよくありませんので、様々な内容を吟味して希望施設

を絞りましょう。 

※「保育ソーシャルワーカーからのアドバイス！～その１～」もご参照ください。 

 

以上のように考えることはたくさんありますね。 

様々な情報を集めて、ご家庭でどこがいいかなぁと話し合いましょう。 

 

実際に見学に行って聞いてみないと、わからないことも多いと思います。 

園庭開放なども各施設行っていますので、実際に見学に行き、施設や子ども達、先生方の雰囲気なども

感じ取った上で、最終的な決断をしましょう。 

ただ、保育所・認定こども園（２・3号認定枠）については、市による入所選考があるので、利用希望

の施設に入園できるとは限りませんが・・・。 

 


